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介護事業における労働災害防止について

松阪労働基準監督署 安全衛生課

・労働災害発生状況

・行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために

・トピックス

松阪労働基準監督署

死亡災害ｾ゙ ﾛ･ｱﾝﾀﾞｰ
２４０松阪＆多気

まつさかまもる あわてずまつぞう

＊この動画は、「VOICEVOX剣崎雌雄」

を使用して作成しています。
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年別確定値

ここ数年減少傾向にある。R5→R6は17人減少(-6.5%)。
製造業(-15.3%)･建設業(-43.8%)で減少した一方、林
業は増加(+166.7%)。三次産業はほぼ横ばい。
目標は死亡災害ゼロ･死傷240人未満(アンダー240)。

同期比でトータル5人増加(+6.6%)。
三次産業はほぼ横ばい。
増加傾向にあるためアンダー240達成に向
け一層の取組みが必要だが、死亡災害ゼロ
を継続中。

死傷者数 死亡者数

※新型コロナウイルス感染症によるものを除く

死亡者数5月末同期比

松阪署 死傷災害(休業4日以上)発生件数の推移【業種】
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「転倒」は25％前後、「はさまれ･巻き込まれ」は12％前後で推移し
ている。「墜落･転落」はR5:21％→R6:14％と減少。
「動作の反動･無理な動作」は11％前後で推移している。

腰痛など

年別確定値

松阪署 死傷災害発生件数の推移(事故の型)
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製造業でははさまれ･巻き込まれと切れ･こすれ、建設業では墜落･転落と
飛来･落下、運輸業では墜落･転落と激突、三次産業では転倒と動作の反
動･無理な動作が目立っている。

松阪署 業種別･事故の型別(R1～R6平均)



行動災害

転倒、動作の反動･無理な動作(腰痛)など、作業者の作業行動に起因する
労働災害のこと。近年増加傾向にあります。

行動災害とは？
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転倒 動作の反動･無理な動作

小売業、社会福祉施設をはじめとした三次産業等や、製造業、道路貨物運
送業での発生割合が高くなっています。 5



高年齢者労働災害
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労働者の高齢化等に伴い、高年齢労働者(60歳以上)に係る労働災害も増
加しています。

転倒 動作の反動･無理な動作
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三重局 死傷災害発生数(R6)

高年齢労働者の割合は、転倒の約1/2、動作の反動･無理な動作の
約1/4を占めます。一般的に加齢とともに筋力、平衡感覚、視力
等の身体機能が低下するため、そうした背景を含めた対策が求め
られます。



行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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転倒災害防止 ハード面の対策(つまずき)

利用者の車椅子、シルバーカー、杖などにつまずく
介助の周辺動作のときも焦らせない

介助のあとは“一呼吸置いて”から別の作業へ

通路の段差につまずく
事業場内の通路の段差の解消、「見える化」

送迎先・訪問先での段差等による転倒防止の注意喚起

作業場や通路以外の障害物(車止め等)につまずく
適切な通路の設定

敷地内駐車場の車止めの「見える化」

設備、家具などに足を引っかける
設備、家具等の角の「見える化」

コードなどにつまずく
労働者や利用者の転倒原因とならないよう、電気コード等の引き回しの

ルールを設定し、労働者に徹底させる

まずはつまずく原因
となる構造や物の対
策を検討しましょう。



行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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転倒災害防止 ハード面の対策(滑り)

凍結した通路等で滑る
従業員用通路の除雪・融雪。凍結しやすい箇所に

は融雪マットを設置する

こぼれていた水、洗剤、油等(人為的なもの)により滑る
水、洗剤、油等がこぼれていることのない状態を維持する。

（清掃中エリアの立入禁止、清掃後乾いた状態を確認してからの開放）

浴室等の水場で滑る
防滑床材の導入、摩耗している場合は施工し直す

滑りにくい履き物を使用させる

脱衣所等隣接エリアまで濡れないよう処置

雨で濡れた通路等で滑って転倒
雨天時に滑りやすい敷地内の場所を確認し、防滑処置等の対策を行う

送迎・訪問先での濡れた場所での転倒防止の注意喚起

まずは滑る原因とな
る環境や設備･物の対
策を検討しましょう。



https://kennet.mhlw.go.jp/slp/event/locomo/index.html

職場３分
エクササイズ

行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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加齢とともにすべての人が、転びやすくなります

転倒等リスク評価セルフチェック(次スライド)

「毎日かんたん！ロコモ予防」

特に女性は加齢とともに骨折のリスクも著しく増大します

対象者に市町村が実施する「骨粗鬆症検診」を受診させましょう

骨粗鬆症予防も一緒に！「骨活のすすめ」

行動災害防止 ソフト面の対策

https://www.youtube.com/watch?v=7XFok3vCDEs



行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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行動災害防止 ソフト面の対策

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000111055.html

現状をチェックし、
身体機能の維持向上
に努めましょう。



行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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腰痛の発生要因は？
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_31158.html



行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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動作･環境･個人の3要因から、作業管理･作業環
境管理･健康管理を見直してみましょう。

次スライドからのチェックリスト･資料(URL先参照)をご参考に



行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために

13

腰痛予防対策チェックリスト https://www.mhlw.go.jp/content/11300000/001465054.pdf



行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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作業管理･作業環境管理･健康管理の状況をチェックし、
必要に応じて改善を検討しましょう。



行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_31158.html



あわてず まつぞう

行動災害防止、高年齢者労働災害防止のために
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自身の身体機能の状況をチェック。

身体機能の維持向上のため、日頃から運動する
習慣をつける。

20代、30代といった若年層の方も、将来に向け
て日頃の運動を心がけましょう。

転倒しにくい･ケガしにくい身体をつくる

今じゃろ！

いつ始める？



トピックス 安衛法関係各種届出の原則電子申請義務化
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① 労働者死傷病報告
② 事業の附属寄宿舎内での災害報告
③ 心理的な負担の程度を把握するための検査結果等報告
④ 定期健康診断結果報告
⑤ 有機溶剤等健康診断結果報告
⑥ 有害な業務に係る歯科健康診断結果報告
⑦ じん肺健康管理実施状況報告
⑧ 総括安全衛生管理者・安全管理者・衛生管理者・産業医選任報告

① e-Gov 電子申請(https://shinsei.e-gov.go.jp/)から行う。
② 労働安全衛生法関係の届出・申請等帳票印刷に係る入力支援サービス(https://ww
w.chohyo-shien.mhlw.go.jp/)から行う。

特定化学物質健康診断結果報
告書など、ここに挙げられて
いない手続きも電子申請可能
です。

電子申請可能な手続き一覧

https://www.mhlw.go.jp/content/11200000/001281756.xlsx

(https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudo
u/roudoukijun/denshishinsei.html より)

1.対象の報告(8件)

2.電子申請の方法

2025年1月1日
より

労基法関係の届出(36協定、1年
変形等)はこの改正の対象外です。



発行される手続き(2025.1～) 発行されない手続き(未実装)

① 労働者死傷病報告
② 事業の附属寄宿舎内での災害報告
③ 心理的な負担の程度を把握するための検査結

果等報告
④ 定期健康診断結果報告
⑤ 有機溶剤等健康診断結果報告
⑥ 有害な業務に係る歯科健康診断結果報告
⑦ じん肺健康管理実施状況報告
⑧ 総括安全衛生管理者･安全管理者･衛生管理

者･産業医選任報告

• 共同企業体代表者選任･変更届
• 免許申請関係
• 機械等設置･移転･変更届
• 事故報告
• 検査申請関係
• 健康診断結果報告(左記以外のもの)(特定化学

物質、電離放射線、鉛、石綿など)
• 有機則一部適用除外認定申請など許認可関係
• 特定元方事業開始報告
など

トピックス 安衛法関係各種届出の原則電子申請義務化
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2025年1月から、今回の義務化対象の手
続きについて、「受付印のある控え」の
発行が実装されます。

安衛関係の電子申請って、36協定と
かと違って、「受付印のある控え」
がもらえないって聞きました…

控えの
イメージ

見本

3.電子申請における控えの受付印

全ての手続きで「受付印のある控
え」が発行されるわけではありませ
ん。あしからずご了承ください。



トピックス 安衛法関係各種届出の原則電子申請義務化
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電子申請を行う端末等を所有していない等、電子申請を行う環境
が整っていない場合も考えられることから、当分の間、経過措置と
して書面による報告を行うことができる。

利用準備、操作方法等のお問い合わせは「e-Gov

サポートデスク」へ。

TEL: 050-3786-2225

手続きの電子化は今後も進むと思われ、経過措
置もいつまで続くかわかりません。
ぜひこの機にe-Govの利用を始めましょう。

お問い合わせフォームもあります。
https://www.e-gov.go.jp/contact より

とは言え…

4.経過措置



トピックス 熱中症対策義務化
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熱中症のおそれがある労働者を早期に見つけ、そ
の状況に応じ、迅速かつ適切に対処することにより
熱中症の重篤化を防止するため。

1. 背景

2. 対象

WBGT 28度以上 気温31度以上

連続1時間以上 1日4時間超

又は

又は

で

の実施が見込まれる作業

2025年6月1日
より



トピックス 熱中症対策義務化
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3. 義務化されたこと

従前より「職場における熱中症予防基本対策要綱」に
て一部対応をお願いしていた事項でもあります。

実は…



トピックス 熱中症対策義務化
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処置フロー例



トピックス 熱中症対策義務化
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あわてず まつぞう

とにかく早期発見！
一人作業で本人が通
報できない場合等、
臨機応変な報告体制
を設定しましょう！



トピックス STOP！熱中症 クールワークキャンペーン
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 湿度センサの電子式WBGT指数計(JIS B7922:2017)をお

持ちの場合、規格が2023年に改定(日射環境での精度

向上)されていますので、更新を検討してください。

 黒球のないWBGT計はJIS規格の要求精度を満たしてい

ない可能性があります(特に屋外での計測)。

 WBGT簡易推定図は「日射のない室内専用」ですので

(2021年改定)、屋外への適用はできません。

黒球あり黒球なし
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WBGT19.9℃
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31℃以上

簡易推定図

1. WBGT計の準備



トピックス STOP！熱中症 クールワークキャンペーン
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 冷房を備え付けた休憩所の設置が難しい場合におい

ても、単管、遮光ネット等で簡易な休憩所を作る、

テントを設置する等により、日差しを遮ることを念

頭に対応しましょう。追加でミスト付き扇風機、横

になれるベンチ等を設置することも有用です。

 暑熱順化していると熱中症になりにくくなりま

すが、暑熱順化には約１週間かかり、数日暑熱

環境から離れるとリセットされてしまいます。

 暑熱順化していない作業者にいきなり長時間の

暑熱作業をさせることを極力避け、作業時間、

休憩時間、水分・塩分補給に留意しましょう。

新規採用者や休み明け
作業者の暑熱順化状況
を把握しましょう！

厚労省ウェブサイト「あんぜんプロジェクト」より

2. 休憩所の設置

3. 暑熱順化への対応



トピックス STOP！熱中症 クールワークキャンペーン

26

4. セルフチェック



トピックス STOP！熱中症 クールワークキャンペーン
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トピックス STOP！熱中症 クールワークキャンペーン
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持病(糖尿病、高血圧、心疾患、慢性腎不全等)、深酒、寝不足、

朝食抜き、風邪、下痢等、熱中症のリスクを引き上げる要素

をセルフチェックし、該当する場合は管理者と相談しましょ

う。

乾く前に
飲む！

ご安全に！

まつさか まもるあわてずまつぞう

4. セルフチェック


